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│
日
本
一
の
水
路
の
整
備

　

計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
て
、

国
・
県
・
関
係
団
体
、
そ
し
て
、
市

民
の
皆
様
と
協
働
し
て
、
植
栽
の
整

備
等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

│
病
院
誘
致
の
推
進

　

延
方
地
区
へ
の
事
業
用
地
確
保
が

完
了
し
て
お
り
ま
す
。

│
日
の
出
消
防
署
の
設
置

　

消
防
署
設
置
に
向
け
た
事
務
レ
ベ

ル
で
の
調
査
・
検
討
を
鹿
行
広
域
事

務
組
合
と
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

│
牛
堀
地
区
へ
の
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
拠

点
誘
致

　

過
疎
債
を
活
用
し
て
旧
牛
堀
出
張

所
跡
地
及
び
旧
牛
堀
町
民
プ
ー
ル
跡

地
利
用
に
係
る
検
討
業
務
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

│
道
の
駅
い
た
こ

　

２
０
１
８
年
１
月
に
重
点
道
の
駅

選
定
を
受
け
ま
し
て
、
国
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
茨
城
県
と
連
携
し

て
、
潮
来
イ
ン
タ
ー
出
口
交
差
点
改

良
、
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
前
左
折
レ
ー
ン

の
設
置
、
道
の
駅
い
た
こ
駐
車
場
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
駐
車
場
の
拡
張
と
待
合
所
の
改
築

等
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

│
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事

前
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
前
川
運
動
公
園

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
行
い
、

市
内
で
宿
泊
を
伴
う
合
宿
を
も
誘
致

さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

│
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

　

子
育
て
の
負
担
軽
減
を
よ
り
一
層

図
る
た
め
、
市
内
小
中
学
校
に
在
籍

す
る
児
童
生
徒
の
給
食
費
を
全
額
無

償
化
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

外
小
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒

に
対
し
ま
し
て
は
、
市
給
食
費
相
当

額
を
補
助
金
と
し
て
交
付
を
い
た
し

ま
す
。

－

子
育
て
に
関
し
て

　

支
援
の
充
実
、
特
産
品
の
開
発
、

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
様
々
な
事
業
等
、
多
岐
に
わ

た
る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
ひ
と
え
に
、
多
く
の
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物

と
、
心
か
ら
感
謝
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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津軽河岸あと広場周辺に芝桜や水仙を植えている さわやかな陽の下、初登庁

│
水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
「
道
の
駅
い
た
こ
」
と
一
体
的
に

整
備
を
進
め
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

│
「
日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
整
備
事
業
」

　

前
川
の
景
観
整
備
や
利
活
用
に
向

け
て
の
事
業
を
進
め
、
今
後
も
水
辺

を
活
か
し
た
観
光
振
興
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　

水
上
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
整
備
や
企

業
誘
致
等
を
推
進
し
、
地
域
振
興
と

雇
用
創
出
に
努
め
、
地
域
の
課
題
解

決
と
発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

│
Ｄ
Ｘ
戦
略
に
関
し
て

23
年
度
か
ら
企
画
部
門
に
「
Ｄ
Ｘ

戦
略
室
」
を
設
置
し
、
市
民
の
生
活

を
よ
り
豊
か
で
便
利
な
も
の
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
推
進

室
の
名
称
を
「
企
業
立
地
戦
略
室
」

に
変
更
し
、
企
業
の
立
地
施
策
の
推

進
を
強
化
す
る
な
ど
、
行
政
組
織
の

改
編
を
行
い
職
員
と
と
も
に
、
持
続

可
能
な
行
政
運
営
に
つ
な
げ
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

－

子
育
て
に
関
し
て

　

昨
年
度
、
県
内
の
市
で
最
も
早
く

給
食
費
無
償
化
を
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
、
切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

│
命
と
暮
ら
し
を
守
る
消
防
・
救
命

体
制
の
強
化

　

い
つ
で
も
す
ぐ
に
受
診
で
き
る
医

療
体
制
を
構
築
し
、
医
療
の
充
実
強

化
に
努
め
ま
す
。

　

各
種
大
会
や
県
内
外
の
高
校
・
大

学
の
合
宿
な
ど
、
多
く
の
利
用
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
ボ
ー
ト
や
ゴ
ル
フ

等
と
も
あ
わ
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
よ
る
通
年
型
観
光
の
推
進
、

交
流
人
口
の
増
加
な
ど
、
地
域
の
活

性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

│
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
等

　

日
本
で
確
認
さ
れ
て
か
ら
３
年
が

経
過
し
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
も
長
引

い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
も
な
お

私
た
ち
の
生
活
や
社
会
全
体
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
る
中
、
政
府

は
感
染
症
法
の
分
類
を
５
月
８
日
に

今
の
２
類
相
当
か
ら
５
類
と
す
る
方

針
を
決
定
し
ま
し
た
。
医
療
体
制
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
あ
り
方
は
今

後
示
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
国
の
状

況
を
注
視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
市

民
の
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
必
要
な
体
制
を
確
保
し
対
策
を

着
実
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

│
全
国
育
樹
祭
に
つ
い
て

　

本
年
秋
に
開
催
さ
れ
ま
す
全
国
育

樹
祭
の
成
功
と
レ
ガ
シ
ー
の
継
承
に

努
め
る
と
と
も
に
、
水
郷
県
民
の
森

の
新
た
な
利
活
用
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
教
育
・
文
化
や
医
療
・
福

祉
、
子
育
て
支
援
等
の
充
実
、
ま
ち

の
賑
わ
い
創
出
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
「
住
み
た
い
ま
ち

潮
来
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民
対
話

を
基
本
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様
と

一
緒
に
、
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【略歴】はら・ひろみち　1962 年 2 月 19 日生まれ。
2008 年に潮来市議会議員に選出。2015 年 2 月 8 日潮
来市長選に初出馬。同年 3月 7日、市長に就任。趣味
は、家事。得意料理はハンバーグ。

３
期
目
の
抱
負

２
期
ま
で
を
振
り
返
っ
て

　磯山邸や津軽河岸、曲松下に仮桟橋や護岸整
備を少しずつ進めております。水郷三都の周遊
は船ではまだできていませんが話は進んでいま
す。昨年 10 月に市民協働による芝桜や水仙の
植栽作業をおこないました。また、南幹線用水
路の天端には桜を植えて景観形成を図っていく
予定です。近い将来には、道の駅の前に船溜ま
りで停泊できるよう護岸整備をしていくなど、
一級河川前川と南幹線用水路を含めた 7.4㎞の
河川と用水路を通して鹿島神宮、香取神宮や息
栖神社に行けるような舟運が実現できるよう、
潮来土木事務所等と一緒に進めております。曲
松下の天端舗装はだいぶ終わりました。かなり
着々と進んでいますね。将来的には曲松下あた
りにカヌーやＳＵＰなど水上スポーツ施設とな
る艇庫なども作っていきたいと思っています。
草刈りなどは通年で行っています。あとは、仙
台河岸の整備もこれから計画を立てていき、今
後も水辺を活かした観光振興の活性化を図りま
す。

日本一の水路のまち整備事業

　行方市麻生地区にも（仮称）麻生インターが
できるため、潮来市においても積極的に企業誘
致を進めるために周辺の調査を進めております。

企業誘致向け周辺調査

　総合評価の取り入れなどは現段階で予定して
おりません。規模の大きな工事がないのが現状
ですが、今後金額によっては導入も視野に入れ
ていくと思います。臨機応変に対応させていた
だきます。

入札制度関係

　建設業者の方々の一層のやる気に繋がればい
いと思い始めさせていただいたものでございま
す。ゆくゆくは分類も、建築や土木、機械電気
など細分化できるように考えております。さま
ざまな分野で活躍されている業者の方々の努力
をできる限り評価させていただきたいと思って
います。

表彰制度拡充目指す

　建設業界の方々から「何か手伝えることはな
いか」とお声がけをくださり、花植えをしてい
ただいております。道路沿いの花植えや前川沿
いの植栽など、景観形成に尽力していただいて
おり感謝しております。ほかに、草刈りや清掃
活動なども協力いただいています。市民協働と
いう観点からみた際に、一人一人の負担になら
ぬよう、できる限り多くの方が参加して楽しく
景観を維持管理していけるような仕組みがをつ
くり、きれいなまちづくりを目指しております。

市民協働のまちづくり

住
み
た
い
ま
ち
潮
来
に
向
け

│
前
川
運
動
公
園
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は

│
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
牛
堀
地

区
に
つ
い
て

│
牛
堀
地
区
へ
の
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
拠

点
誘
致

│
命
と
暮
ら
し
を
守
る
消
防
・
救
命

体
制
の
強
化

　2月 5日の潮来市長選挙で、3期目の再選を果たした原浩
道氏。2期目は、道の駅いたこの整備や前川運動公園人工芝
グラウンド整備などを推進し、市民の思いに応えてきた。3
期目では「『住みたいまち潮来』の実現に向け、市民の皆さ
まと一緒に活気のあるまちづくりに取り組んでいく」と意気
込む。さらに、「日本一の水路のまち整備事業」をはじめ、
麻生インター周辺整備や牛堀地区、水郷潮来バスターミナル
など、さまざまな事業の現状や今後の展望について聞いた。


